








その他のタイトル Principal's Role Change in the Process of
Expanding School Discretionary Authority in
the United States : Focusing on the Change of
Principal's Recognition of Problems



















































































































で事例分析も数多くなされた(David，194; Woh1stetter and Odden， 192; Mohrman， eta1.， 194; Murphy 




















































(たとえば、小松， 1994;高野， 191， 1994;坪井， 1996， 1998;中留， 1987;橋口， 1994;浜田， 1992， 













































































































きだ」という強い要望が明確にみてとれる(永時， 1968， pp.20-24)。前掲の 1968年調査でも、 75.1% 
の校長は自分の学校の教授(instruction)の指導監督及び改善に第一の責任を負っていると答えて
































































りしたJ26.7%、「まあまあしたJ45.8%で、「し1いえJ27.4見であった (Doudand Keller， 1998， p.19)。
1990年代において、 7割以上の学校が所在する学区で学校の裁量権限拡大が進められた事実を確か
めることができょう。






































































(Doud and Keller， 1998， pp.12-15)o r教員選考Jに注目して 1988年調査と比較すると、「第一の権





























と再教育(professionaldeveloprnent and retraining of staff)J ( rとても問題J50.1 %、「まあまあ
問題J40.4%、合計 90.5見)である。しかし、 1988年調査ではそもそもこれに対応する項呂が未設定














































えた共同的意思決定の制度化がある。 1998年調査の結果(Doudand Keller， 1998， pp.20-21)によれ
ば、「学校審議会又は委員会Jのような会議体を設置している学校は全体の約6割を占める。これに






















Doud and Keller， 1998， p.22より作成
!図3探護者の参加度に対する校長の課題意識


























「まあまあ問題J49.5見、合計 63.8誌となっている(図 5)。また図 6は、この設問で列挙された項





















図6 1988年'"1998年の校長に;つての時事項の変化 1 
。αJd.J. L. 1989. p.l34およびDαJdand Keller. 1998. p.71より作成
幸弘番手 の私有換 のも争 じの寄与争 寄与呑ザ ~事件 ゅのゆ主 将ρ鳴き

















平洋諸島系人種も増大している (21)07"-'15歳の学校在籍者数をみると、白人は 2562万3千 (1980年)
から 2280万7千 (1998年)に減少しているのに対して、黒人は 468万6千 (1980年)、 485万5千 (1990
















て共通し、白人の場合は 83%(1980年)から 79%(1990年)、 74%(1998年)に、黒人は 42%(1980 
年)から 38%(1990年)、 36%(1998年)に、そしてヒスパニックは 75%(1980年)、 67%(1990年)、
64% (1998年)に、それぞれ変化している(合衆国商務省センサス局， 2000， p.58)。片親家庭の多く







































































(1)“school-si te management"や“site-based management"(集権的な官僚機構において意思決定権限を個
別現場組織へ委譲することを含意)などは同義である o Mur、phyand Beck(1995， p.5)によれば、 1989








(3)浜田(1992)においてすでに検討した。 Murphyand Beck(1995， pp.13-14)およびRamir、ez，Webb， and 
Guthrie(1991， p.172)も同様の見解を示している。





(5 )連邦レベルでも、「初等・中等学校改善修正法(Hawkins-StaffordElementary and Secondary School 
Improvement Amendments of 1988， PL100-297)Jの補助金により SB持を奨励した。
(6)財政逼迫状況の中で、その効率化の見地から財政上の意思決定を学校レベルへ委ねて各学校のア
カウンタピリティを明確にする財政手法も、広く SBMが導入される政策的基盤となった。さらに、
1986年の r備えある国家(ANation Prepared)~ (カーネギー財団)と F明日の教師(Tomorrow's 
Teachers ) ~ (ホームズグループ)に象徴されるように、教職の「専門職性」の確立(professionalization)
を求める議論一教員の権銀・役割の拡大の要請ーと施策もまた、 SBMを支持する要因であった。





(10) 1991年に連邦教育省の教育研究・改善局(Officeof Educational Research and Improvement， OERI) 
の委託を受け、カーネギー財匝(CarnegieCorporation of New York)及ひ"南カリフォルニア大学の教
育政策研究コンソーシウム(Consortiumfor Policy and Research in Education， CPRE)の支援も受け
て着手された 12の教育改革研究プログラムの iつ。
(11 )呂本でも佐古(1994)が、諸研究の依拠する組織モデルの眼界を指摘している。
(12)米国学校管理職協会(AmericanAssociation of School Administrators: AASA)、全米中等学校長協
会(NationalAssociation of Secondary School Principals: NASSP)、全米初等学校長協会(National
Association of Elementary School Principals: NAESP)など。
(13) National Education Association( 1958)、Departmentof Elementary School Principals， NEA(1968) 
および Pharis釦dZakariya(1979)o 1958年調査は全米の校長4，384名を無作為抽出し、うち 55%
の回答。 1968年は 2，551名を抽出し、そのうち 91.7見の回答。 1979年は同じく 2，577名を抽出し
て66.4%の回答。最後者の発行者である全米初等学校長協会(NationalAssociation of Elementary 
School Principals; NAESP)は前2者の NEAの下部組織であった初等学校長部局が独立したもので、
これら 3つの調査は基本的に向じ調査主体によるものである。その後も NAESPは10年間痛で 2度
の全国調査を実施して 1988年と 1998年に結果を公表している。この調査の最初は 1928年、 2由
自は 1948年に実施されている。
( 14)学区総数は、 1949-50年度:83， 718、1959-60年度:40，520、1970-71年度:17，995、1980-81年度:





の患を出ないが、 “respons i b i 1 i ty"が加えられた背景には、権限がゆだねられた校長自身の責任
意識に対する関心があるものと考えられる。
(17) 1，360校(小学校534校、中学校375校、高校451校)の校長に質問紙「公立学校の教育改革に関
する調査 (PublicSchool Survey on Educational Reform)Jを送付してし216校から回答を得てお
??? ?
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は 1980年:6.4%、1985年:7.7弘 1990年:9.0%、1995年:10.3弘 1999年:11. 5%。
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